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(1) 

1y のとき xzzx  22 1  2( ) 3 1x z xz    xzzx 2≧ より 

 1)(
4

3
)( 22  zxzx ≦  1)(

4

1 2  ≦zx となり、不適。 

2y のとき xzzx 24 22   44)( 2  xzzx  xzzx 2≧ より 

 4)()( 22  zxzx ≦  40 ≦ となり、不適。 

3y のとき xzzx 39 22   95)( 2  xzzx  xzzx 2≧ より 

9)(
4

5
)( 22  zxzx ≦  36)( 2 ≧zx   6≧zx   yx≦ であるから 

1x のとき zz 391 2   01032  zz  036409 D より、不適。 

2x のとき zz 694 2   01362  zz  041394 D より、不適。 

3x のとき zz 999 2   01892  zz  0)6)(3(  zz  6,3 z  

いずれも 6≧zx  を満たす。 

 

以上により )6,3,3(),3,3,3(),,(  zyx  ……(答) 

 

(2) 

題意を満たすような組 ),,( zcb が存在すると仮定すると 

 abccba  222  ──① bczzcb  222  ──② zcba ≦≦≦  ──③ 

②－①より )(22 azbcaz   0))((  bcazaz  abcaz  ,  

 

az  のとき 結局 zcba  であるから 323 aa   0)3(2 aa  3a  

したがって、 )3,3,3(),,( cba であるとき、 3z とすればよい。 

abcz  のとき bcbcbbccabccz  )1(≧  

(1)より、 3≧b がわかっているので 02)1( ≧≧≧ bcbcbcbcz   

したがって、 abcz  は③を満たすから、 abcz  ととればよい。 

以上により示された。(証明終) 

 

(3) 

正の整数の組 ),,( nnn zyx を、以下の漸化式で定める。 

)6,3,3(),,( 111 zyx  ),,(),,( 111 nnnnnnnn xzyzyzyx   

(2)の議論により、 ),,( nnn zyx が条件(A)を満たすのは明らかである。 

また、 02)1(1 ≧≧ nnnnnnnnn xzxzxzyzz  より nn zz  1  

したがって、 ),,(),,( 111 nnnnnn zyxzyx  であるから、一致する組はない。 

以上により、条件(A)を満たす正の整数の組 ),,( zyx は無限に存在する。(証明終) 


